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古典籍総合データベース（以下、古典籍 DB）の構築
作業は、2004 年のプロジェクト室設置から 10 年にわ
たって続けられてきた。この間、古典籍 DB は確実に
成長し、図書館からの情報発信の場としてすっかり定
着してきた感がある。特定の分野、コレクションに限
らず、館蔵のすべての古典籍を対象とし、世界中どこ
からでも自由にアクセスできるデータベースは、質・
量ともに充実したものとなっており、多くの研究者か
ら支持されている。主要なコレクションのポータルサ
イトも完成し、データベースを見た利用者からの問い
合わせは、国内外を問わず増加し続けており、和漢古
典籍のデジタルアーカイブ作成としては、世界的に見
ても一つの雛形を提示したとも言えよう。ただ、本プ
ロジェクトは終わったわけではない。日々成長を続け
新たな展開を模索する成長するデータベースである。
ここでは、過去 10 年にわたるプロジェクトの歴史を振
り返り、古典籍ＤＢの拡充と今後の見通しについて略
述する。
古典籍 DB は 2005 年 12 月に公開をはじめ、以来、日々
データの蓄積を続けるとともに、ほぼ毎年のようにあ
らたなサイトを作成してきた。具体的には、
2005 年度：洋学（蘭学）コレクション
2006 年度： 江戸文学コレクション
 大隈重信関係資料
2007 年度： 資料でたどる日本の歴史
 近代日本と早稲田
2008 年度： 中国の民間信仰と庶民文芸
2010 年度： 源氏物語
以上の各サイトである。いずれも館蔵資料の特徴的
な部 分を含むコレクシ ョ ンだが、もちろんこれ以 外
の各分野の資料についても順次作業を進め、書誌、画
像データを提供してきた。反響は徐々にあらわれはじ
め、データベースへのアクセス数も公開当初（2006年
４月）は月に24万件程度だったものが、現在では常に
150万件以上、多いときには200万件を超えることがあ
る。学術、研究利用という点では特に海外等遠方の研
究者から「研究のスタイルを変えた」とも言われるほ
ど、利用価値の高いデータベースとして、認知される
ようになった。また一般の利用について言えば、たと
えば展覧会への出陳依頼や出版物、テレビ番組等への
館蔵資料の利用申請が、データベース開始前の2000年
に206件だったものが2011年703件と３倍以上になっ
ており、2013年も575件の申請があった。一般の検索
エンジンでも簡単にヒットし、精細な画像を活用でき
る古典籍DBは、各地の博物館、美術館、さらには出版、
報道関係各社にとっても重要なツールになっていると
言えるかもしれない。
今後も書誌、画像ともに精度を高め、より信頼され
るデータベース構築を進めてゆきたい。
すでに研究者の間ではその存在と利便性を高く評価
され、一般の利用も増えている古典籍 DB ではあるが、
さらなる進化が必要な部分もある。たとえば、日本語
以外の言語によるアクセスの利便性向上もその一つで
ある。そのための試みとして 2013 年度はトップページ
など一部に英語の画面を作成した。これにより、古典
籍 DB 全体や各サイトの概要を英語でも確認できるよ
うになった。また個々の書誌画面についても、出版事
項へのローマ字付与、請求記号の表示位置を変えるな
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